
研究データ管理サービス
の

実証実験と今後の展望

国⽴情報学研究所
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学術情報基盤オープンフォーラム2019
コンテンツ・OS トラック ① 14:30-16:30 (120分)
「学ぶ、使える、NIIが展開する研究データ管理について」
第1部 研究データ管理のためのシステム



本⽇の話題

• NII Research Data Cloud (NRDC)
• GakuNin RDMにおける研究データ管理
• 研究データ管理サービス GakuNin RDM
• エンドユーザ（研究者）向け機能
• システム管理者向け機能
• 標準ストレージと拡張ストレージ
• 機関ストレージの概念

• ロングラン実証実験
• ロングラン実証実験の⽬的とスケジュール
• 実証実験への参加状況
• 実験への参加申込みの⽅法
• 学認フェデレーションへの参加とIdPの準備
• 拡張ストレージや機関ストレージの準備

2



GakuNin RDMにおける
研究データ管理
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NRDC (NII Research Data Cloud)

4

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究

成果の公開が可能
• 図書館員やデータキュレータによる、メタ

データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者

間やラボ内で共有・管理
• 組織が提供するストレージに接続した利⽤

が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期



における研究データ管理

研
究
推
進

データ共有による研究効率
の上昇

データの組織的な管理ができること

データについて⽂書にまとめられること

データにメタデータを付与できること
機関内の研究データ管理サービスを⽀援するシステムを提供できること

メタデータはシステム間の相互運⽤性が考慮されていること

資⾦提供元や産業界の要
望・要求を満⾜

個⼈情報・プライバシー保護に対応できること

著作権やライセンス管理ができること

資⾦配分機関のDMPの規定を満⾜すること

産業界のプライバシーレベルやSLAを満⾜すること

研
究
公
正

研究不正を抑⽌・追跡調査
できること

DMPの策定ができること

研究プロジェクトにおいて、⽇々の情報の取扱いができること

研究再現性を確⽴できること

⻑期的にデータを取扱えること

研究における疑念⾏為を抑
⽌・追跡調査できること

研究データや研究記録の正確性、完全性、真正性、信頼性を保障できること

研究者個⼈が研究記録やメタデータの整理により、検索・抽出可能な形で整理・保管適
正なバックアップの作成をできること。

研究室主宰者が教育・指導 メタデータ管理 研究室の統⼀フォーマットの作成をでき
ること。

研究機関の⻑がデータ・バックアップ⽤サーバーの提供など、インフラ整備をできるこ
と。
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オープンサイエンス

研究不正防⽌



研究者と機関の観点からRDMに必要な機能

研
究
者

DMPの策定ができること

研究プロジェクトにおいて、⽇々の情報の取扱いができること

データについて⽂書にまとめられること

データの組織的な管理ができること

データにメタデータを付与できること

研究者個⼈が研究記録やメタデータの整理により、検索・抽出可能な形で整理・保管適正なバックアップの作成をできること

研究室主宰者が教育・指導 メタデータ管理 研究室の統⼀フォーマットの作成をできること

研究再現性を確⽴できること

機
関

機関内の研究データ管理サービスを⽀援するシステムを提供できること

メタデータはシステム間の相互運⽤性が考慮されていること

個⼈情報・プライバシー保護に対応できること

資⾦配分機関のDMPの規定を満⾜すること

産業界のプライバシーレベルやSLAを満⾜すること

著作権やライセンス管理ができること

研究データや研究記録の正確性、完全性、真正性、信頼性を保障できること

研究機関の⻑がデータ・バックアップ⽤サーバーの提供など、インフラ整備をできること
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データ管理計画 (DMP) 作成【機密性2・完全性2】

ストレージ、デスクトップ連携【可⽤性2・完全性2】

Wikiの実験ノート化【機密性2・可⽤性2・完全性2】

研究プロジェクト管理【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データセットのメタデータ付与【可⽤性2・完全性2】

バックアップ【可⽤性2・完全性2】

データ⼀元管理【完全性2】

研究証跡の保存【完全性2】

研究証跡保存【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データアーカイブ【完全性2】

SLA99.9%、第三者認証【可⽤性2・機密性2・完全性2】

暗号化【機密性2】

RDMサービス【機密性2・可⽤性2・完全性2】

メタデータ互換【完全性2】

10年保存対応【可⽤性2・機密性2・完全性2】

著作権、ライセンス管理【完全性2】

RDM: research data management (研究データ管理)
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研究者 機関

データ共有とクレジット

可視化

トレーサビリティ
⽣産性向上

研究倫理

研究推進
データ共有による研究効率の上昇
資⾦提供元や産業界のポリシー要求を満⾜

研究公正
研究不正を抑⽌・追跡調査できること
研究における疑念⾏為を抑⽌・追跡調査できること

ヴィジョン2020

データ管理計画 (DMP) 作成【機密性2・完全性2】

ストレージ、デスクトップ連携【可⽤性2・完全性2】

Wikiの実験ノート化【機密性2・可⽤性2・完全性2】

研究プロジェクト管理【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データセットのメタデータ付与【可⽤性2・完全性2】

バックアップ【可⽤性2・完全性2】

データ⼀元管理【完全性2】

研究証跡の保存【完全性2】

研究不正防⽌

研究証跡保存【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データアーカイブ【完全性2】

SLA99.9%、第三者認証【可⽤性2・機密性2・完全性2】

暗号化【機密性2】

メタデータ互換【完全性2】

10年保存対応【可⽤性2・機密性2・完全性2】

著作権、ライセンス管理【完全性2】

RDM基盤構築

RDMサービス（ワークフロー）【機密性2・可⽤性2・完全性2】



研究データ管理サービス
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研究データ管理サービス
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研究プロジェクト単位で
ファイルなどを管理

学認と連携しVO(仮想組織)
メンバーでファイルを共有

研究データ管理サービス

エクストラストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供 機関毎に準備

標準ストレージ
（NIIストレージ）

機関管理

国⽴情報学研究所[Test]

機関提供のストレージを利⽤し
研究証跡を保存・保護

S3互換

S3互換

NII提供の最⼩限のデフォルト領域
研究者⼀⼈当100GB

⼤学・研究機関毎のストレージの事情に
合わせてプラグインをカスタマイズ



研究室でのデータ管理と
共同研究者とのデータ共有に便利
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マルチクラウドファイルマネージャー（構成例）

Google Drive

Nextcloud

NII Storage

One Drive

プレビュー機能

バージョン管理

ディスカッション機能

プロジェクト⽤Wiki

（研究者⽬線）
研究プロジェクトでのデータ共有・管理



タイムスタンプを⽤いた研究証跡の記録
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Time 
Stamp

2007.11.
8

10:05:32

時刻認証局
TSA ( Time Stamp Authority )

機関管理

国⽴情報学研究所[Test]
プロジェクトログ

機関ログ

タイムスタンプリクエスト
（データのハッシュ値）

TST ( Time Stamp 
Token )
認証局のデジタル署名

（研究代表者・研究倫理部⾨向け機能）New!



研究証跡保存機能
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研究証跡としてファイルにTime Stamp (TS) が正常に打たれているときは表⽰されない。
プロジェクト管理者は確認してTSを打ち直すことができる。

（研究代表者・研究倫理部⾨向け機能）New!



と連携可能な外部サービス
• 18年度提供中アドオン
• クラウドストレージ

• パブリック
• Amazon S3
• Box
• Dropbox (personal)
• Google Drive

• プライベート
• ownCloud

• 図表・スライド共有
• Figshare

• ソースコードレポジトリ
• GitHub

• 機関レポジトリ
• Dataverse

• ⽂献管理ツール
• Mendeley

• 19年度提供中アドオン
• クラウドストレージ

• パブリック
• S3互換ストレージ
• Azure Blob Storage
• One Drive (personal)

• プライベート
• NextCloud
• OpenStack Swift

• API ver2, ver3
• ソースコードレポジトリ

• BitBucket
• GitLab

• 機関レポジトリ
• WEKO（開発中）

• ⽂献管理ツール
• Zotero 
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研究者がよく利⽤するストレージ、データ解析、レポジトリ、⽂献管理ツールと連携

さくらクラウド、
IDCF、Minio、
S3互換RESTful API搭載製品

New!



機関の事情に合わせたGakuNin RDMの提供
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• 機関で利⽤できる拡張ストレージと外部サービス
の制御

画⾯は開発中の仕様です、実証実験環境では表⽰が異なる場合があります。

（学術機関のシステム管理者⽬線）
New!



標準ストレージとエクストラストレージ
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研究データ管理サービスWebアプリはNIIが提供

NIIが準備

エクストラストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

標準ストレージ
（NIIストレージ）

S3互換

・NII提供の最⼩限のデフォルト領域
・研究者⼀⼈当100GB

⼤学・研究機関毎のストレージの事情に
合わせてプラグインをカスタマイズ

機関毎に準備



機関ストレージの概念
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研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供

機関毎に準備

エクストラストレージ

・機関のシステム管理者がいずれかのオブジェクトストレージ
を学内の標準ストレージとして１種類指定
・プロジェクト開始時に⾃動的にストレージをマウント
・NIIストレージは併⽤不可

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

エクストラストレージはこれまで通り併⽤可能

S3互換

＊グレーの網掛けの箇所は開発中

Coming Soon!

機関毎に準備



機関ストレージの設定機能

• 機関が持つオンプレまたは契約している
パブリッククラウドを標準ストレージに設定する機能

画⾯は開発中の仕様です、実証実験環境では表⽰が異なる場合があります。

（学術機関のシステム管理者⽬線）
Coming Soon!



機関ストレージにNextcloudを指定した例

画⾯は開発中の仕様です、実証実験環境では表⽰が異なる場合があります。

（学術機関のシステム管理者⽬線）
Coming Soon!



機関指定のストレージがマウントされる。
ストレージアイコンはNIIストレージ以外の汎⽤アイコン。
(画⾯はプロジェクト作成後にtestディレクトリを作成した例）

機関ストレージにNextcloudを指定
所属ユーザーがプロジェクトを作成した例

画⾯は開発中の仕様です、実証実験環境では表⽰が異なる場合があります。

（学術機関のシステム管理者⽬線）
Coming Soon!



ロングラン実証実験
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実証実験の⽬的

• 学認参加機関のIdPでの接続準備（必須）
• ストレージの準備 【技術⾯】

• 標準ストレージ︓NIIストレージ（100GB）
• エクストラストレージ（オプション）︓学内へ提供中の

貴学ストレージを接続して実験
• 機関ストレージ（オプション）︓標準ストレージと切換

えて利⽤
• 学内調整 【政治⾯】

• 実証実験参加のための学内での合意形成
• 実験にご協⼒いただける学内の部局・研究プロジェクト

へのご案内・ご紹介
• 周辺⼤学、関連研究機関へのお声がけもありがたいです



実証実験のスケジュール

• 2019年度4⽉ 実証実験の開始
• 2020年度7⽉ 実証実験の終了アナウンス

同⽉ 本番運⽤の開始アナウンス
• 2020年度9⽉末 実証実験の終了
• 2020年度10⽉ 本番運⽤の開始予定
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2019 Q1 2019 Q2 2019 Q3 2019 Q4 2020 Q1 2020 Q2 2020 Q3 2020 Q4

参加機関

NII

GakuNin RDM
運⽤開始

試験終了
アナウンス

実験開始
アナウンス 機能拡張１ 機能拡張２

実証実験からの
フィードバック

実証実験からの
フィードバック

本稼働⽤の
ストレージ調達

GakuNin RDM 実証実験への参加



学認を⽤いた の認証(SP側)
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GakuNin RDM実証実験環境でのログイン画⾯（シングル・サイン・オン）



学認を⽤いた の認証(IdP側)

24

京都⼤学 名古屋⼤学 北海道⼤学

東京⼤学 ⾦沢⼤学

５機関のIdP接続
(2019年5⽉29⽇現在)



実証実験への参加⽅法

実験参加のお申込み・お問い合わせ先

宛先︓国⽴情報学研究所
オープンサイエンス基盤研究センター
rcos-office@nii.ac.jp

メール送信の際にはサブジェクトに
「GakuNin RDM実証実験参加希望・＜所属/部局＞・＜⽒名＞」

と⼊れてください

GakuNin RDMの実証実験へのご参加を
お待ちしております
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